










要約:ターミナルステージの小児がん患児 13 名に対し訪問看護科と連携の上在宅ケアを行

った。年齢は 1才から 29 才、性別は男児 4例、女児 9例、平均在宅ケア日数は約 7O 日で

あった。しっかりと臨終を自宅で迎えようと考えたものは 12 名であったが、そのうち 2

名はぎりぎりの時期に病院へ戻った。在宅中の生活は病院にいるよりも満足のできるもの

であった。今後、在宅ケアはひとつの選択として準備しなければならないものど考える。


